
タバコを吸い続けると健康が害されていくことは、誰もが知っています。そして喫煙年数が長くなると

何らかの病気になる確率が高く、がんを患
わずら

う人も少なくありません。だから喫煙者が、がんになる確率

はタバコを吸わない人に比べ当然高く、さらにがんによって死亡する率は下図に示すように何倍にも

なっています。 

例えば、咽頭がんは、

なんと３２．５倍、肺がんで

も４．５倍となっており、全

体では１．６５倍も死亡率

が高くなっています。要

するに、喫煙を続けてい

る人はタバコを吸わない

人より死亡率が高いわけ

です。 

 

そこで、左下図を見て

ください。ある生命保険の

広告なのですが、月払保

険料が「標準体型」よりも

「非喫煙優良体型」の方

が安くなる、というのです。

つまり、タバコを吸わない

人には保険料を割り引き

ます、という事です。 

病気で死亡するリスク

が低い人と高い人の保険

料が違うのは当然です。と

すると最初に紹介したよう

に喫煙者よりタバコを吸わない人の方が、リスクが低い分だけ保険料は安くなって当たり前だと言えま

すよね。ちなみに、４３２０円の１．５６倍が６７４０円です。がん全体の死亡率は１．６５倍ですから納得で

きる気がします。 

 

タバコを吸い続けると、毎月タバコ代に何千円もかかる上に保険料も高くつき、さらに健康も損なわ

れていくのですから、損をすることがあっても得をすることはありません。 
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